
1

第 3 2 2 号 2 0 1 8 年 8 月 2 0 日

発 行
大 阪 市 港 区 築 港 １ － 1 2 ー 2 7
全 日 本 港 湾 労 働 組 合 関 西 地 方 大 阪 支 部
発 行 責 任 者 國 分 仁 昭

私にとって台湾は、仕事やプラ

イベートで幾度となく訪れている

最も親しみのある国である。その

台湾に東アジア青年交流プロジェ

クト５カ年計画の最後の訪問地と

して７月６日～９日の４日間、私

を含めた総勢16人で訪れた。

かつて何気なく行っていた台湾

は「親日国」と称され、最も行き

やすい国とされている。その理由

は様々だろうが、今回の訪問で、

真実の歴史に、少しだけでも触れ

ることができた。

1895年の日清戦争後、下関条約

によって日本の統治下に置かれ、

抵抗する者には日本軍から凄まじ

い弾圧がなされ、日本がアジア太

平洋戦争に敗れるまで、50年もの

長期間、植民地支配されていた。

1930年、土地を略奪され、強制

労働を強いられるなど、圧政の積

み重ねにより原住民の怒りが爆発

し「霧社事件」が起きた。多くの

死傷者を出したこの事件は日本軍

の総力をあげた攻撃によって鎮圧

された。

この時に捕らわれた原住民は、

警察による民族間同士の争いで半

数近くが死亡した。これが「第２

次霧社事件」で、生き残った原住

民たちも首謀者たちは秘密裏に処

刑された。

1937年、日中戦争が勃発し、日

本軍の策略による皇民化運動が進

み、太平洋戦争では日本兵と共に

高砂義勇隊として戦争に巻き込ま

れて、日本のために戦うことを強

制され、多くの犠牲を出した。

1945年、日本の敗戦により戦争

が終結すると、1949年からは外省

人（中国大陸からの移住者）によ

る国民党政権の下、戒厳令が敷か

れ、その後38年間に渡り、政治活

動や言論の自由は厳しく制限され

ることになる。

近年では1987年、学生たちが民

主化運動を展開し、民進党による

立憲政治の実現を要求する活動の

結果、ついに戒厳令が解除となり

自由と民主主義を取り戻す事となっ

た。

今回の訪台で私が気になってい

たのは電力事情である。第４原子

力発電所の建設中止に至った経過

を、現地で反対運動をされている

方から聞く事ができた。「政府が

この場所に原子力発電所（東芝・

日立製）を造ると知った1988年に

地元の原発反対の会が結成され、

それよりも16年も前の1972年に第

１原発が起工され、この間、第２、

第３原発が建設されていた。当時

は戒厳令が発令されている事から

反対集会やデモをするどころか声

さえあげる事ができなかった。政

府が土地を買収する際に原子力発

電所と言わずに普通の発電所であ

ると嘘の説明をしたり、テレビや

新聞のメディアまでも地元は賛成

していると虚偽の報道までされて

いた。建設場所周辺の主な収入源

は８割以上が漁業、残りが海水浴

中心の観光がメインである事から

海への汚染が起こればこの街は壊

滅するとの思いで度重なる弾圧に

も負けずに反対運動を進めてきた。

2000年これまで一緒に闘ってき

た民進党へ政権交代がされてから

は集会やデモで警察との衝突や弾

圧が無くなった。」この様な闘い

の経緯の説明がされたのち最も衝

撃だった言葉が「我々は原子力と

言えば広島・長崎を思い出す。そ

して、2011年３月11日の福島の事

故は衝撃でショックであり、我々

の住んでいる台湾だけではなく、

この地球を子供たちに残して行か

なければならない！この運動を諦

める事なく続けていくには、日本

や各国の反対運動を続けている方

との国際交流が必要だと考えてい

ます。」と、私たち以上に日本に

注目しておられると感じました。

台湾政府のやり方も地元にお金

を落としたり反対運動をしている

市民に対しての弾圧を強行したり

日本政府の手口と同じであるが、

大きく違うのは国民が政権を変え

たり、運動の中心が若い世代の人

たちであるという事である！今後、

平和で安心して暮らせる日本を後

世に残すためには、運動自体を後

世（若い世代）に引き継がなけれ

ばならないと改めて考えさせられ

る訪台でした。
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２０１８年全国青年対策交流集

会が６月23日〜25日の３日間、豊

橋・シーパレスで開催され、私は

大阪支部青年部として参加して、

学んできました。

１日目は、鈴木勝也中央執行委

員のあいさつから始まり、地震対

策の話や各港での色々な問題、青

年部の意識、立ち位置等について

の講義を受けました。

その後に各地方での活動報告を

受けました。地方港のにおける活

動を聞くと、自分たちができてい

ないことや、やるべきことが見え

てきました。

懇親会では全国の青年部の仲間

たちと熱い話をして、団結を固め

ました。

２日目は、鈴木誠一中央副執行

委員長の講義から始まりました。

内容は全港湾創設からの歴史、港

湾事業に係る法令や協定という港

で働く人間なら、当たり前にわかっ

てないといけない事を解かり易く

噛み砕いて講義を進めていただき

ましたので、勉強不足のため、用

語の意味も分からない僕でも理解

できる内容でした。

少子化とどう向き合うのか

港の自動化の問題についても講

義を受けました。自動化による港

湾合理化での労働者の減少は自分

に降りかかる可能性が十分にある

し、労働者の減少は組合員の減少

に直結する。しかし、技術革新に

反対するべきなのか、そしてこの

少子化が進んでいる時代にこの先

の労働者の減少も見えている現状

があるのでとても難しい話である

と感じました。

その後は、分散会をしました。

テーマは「青年部のあり方、今後

の活動」「全国青年部創設につい

て」「組合離れの対策」「全国で

起こりうる震災、災害について我々

が考え取り組むこと」の４項目を

話し合いました。

組合離れは深刻

各地方、各支部で色々考え方が

違い抱えている問題も違いました

が、やはりどこでも組合離れは深

刻な問題でした。仕事優先になる

のはわかるが、その仕事や自分や

仲間の生活を守るためにやってい

ることを理解してもらえないのが

歯がゆいという意見があり、やは

り勉強会や職場での付き合いがと

ても重要だと結論に至りました。

３日目は、松本耕三中央執行委

員長の講義を受けました。講義の

内容は全港湾の歴史、全港湾の闘

い、政治に対しての労働運動の大

切さ等の内容でした。難しい事は

言わず簡単に解かりやすく講義を

進めていただいたので理解して自

分でも考えることが出来る講義で

した。

さあ、立ち上がろう！

中央本部総括として「もっと前

のめりに活動していこう。間違っ

てもいいからということでこれか

らの全港湾を担っていかないとい

けないぞ」と尻を叩いていただき

ました。

３日間という短い期間であった

のですが、全港湾の歴史、現状そ

してこれからを考えさせられる素

晴らしい集会でした。各地方、全

国に仲間が出来て皆で皆を助け合

い闘い続ける労働組合という事を

再確認し熱い思いで帰って来まし

た。これからも青対は続いていく

ので是非、皆さんに参加していた

だきたいと思います。

立ち上がれ青年部！


